22　能楽論　風姿花伝　「花」は能の命　着眼点　読解⑥
能楽の立合（いくつかの座の競演）において、若い役者が古参の役者よりも評価を得る場合がある。以下はそれについての評論である。
これこそ、先に申しつる、三十以前の時分の花なれ。古き為手は早や花失せて古様ⓐなる時分に、珍しき花にて勝つことあり。①真実の目利きは見分くべし。㋐さあらば、目利き・目利かずの、批判の勝負にⓑなるべきか。
さりながら、様あり。五十以来まで花の失せざらんほどの為手には、いかなる若き花なりとも、勝つことはあるまじ。ただこれ、よき程の上手の、花失せたる故に、負くることあり。いかなる名木なりとも、②花の咲かぬ時の木をや見ん。かやうの譬へを思ふ時は、一旦の花なりとも、立合に勝つは㋑ことわりなり。
さればこの道は、ただ花が能のⓒ命なるを、花の失するをも知らず、③もとの名望ばかりを頼まんこと、古き為手のかへすがへす誤りなり。物数をば似せたりとも、花のある様を知らざらんは、④花咲かぬ時の草木を集めて見んがごとし。万木千草において、⑤花の色も皆々異なれども、面白しと見る心は、同じ花なり。物数は少なくとも、一方の花を取り極めたらん為手は、一体の名望は久しかるべし。
語注

花＝役者としての芸の魅力。

為手＝能での主役。

様あり＝ここに重要な点がある。

物数をば似せたりとも＝それらしく数多くの演目を演じたとしても。
問一　次の「内容わしづかみ」の空欄に本文中の語句を書き入れよ。
能において［　　　］がなくなると、若い［　　　　］が［　　　　］こともある。花がなくなったことも自覚せず、もとの［　　　　］にこだわるのはよくない。花は非常に大切なものである。
問二　波線部ア・イの意味を答えよ（イは終止形でよい）。　〈4点×2〉

㋐［　　　　　　　　　　］㋑［　　　　　　　　　　］
問三　二重線部ａ～ｃについて、文法的に説明せよ。　〈3点×3〉

ⓐ［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
ⓑ［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
ⓒ［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
問四　傍線部①とあるが、どのような点を見分けるべきであるというのか。最も適当なものを選べ。　〈5点〉

ア　若い役者が、ただ若さだけで評価されている点。

イ　若い役者が、物珍しい芸で勝利した点。

ウ　若い役者は誰も芸に深みがないという点。

エ　古参の役者が花を失い、評価されなくなった点。

オ　古参の役者の芸への意欲が失せている点。

問五　傍線部②とあるが、どのようなことを言っているのか。比喩であることに留意して三十字以内で答えよ。　〈10点〉

問六　傍線部③を現代語訳せよ。　〈4点〉

問七　傍線部④とあるが、この喩えはどのような役者のことを言うのか。最も適当なものを選べ。　〈5点〉

ア　細かい技術を習得できない役者。

イ　つまらない芸をいつまでも見せてしまう役者。

ウ　芸の習得の跡だけはうかがえる役者。

エ　技術の粋を極め、芸を大成した役者。

オ　技術はあっても、芸の本質を知らない役者。

問八 傍線部⑤の解釈として最も適当なものを選べ。　〈9点〉

ア　美しい花にも様々な色彩があるが、どの色をすばらしいと感じるかは鑑賞する人によってそれぞれ異なり、筆者にとってもそれはいつも同じ色の花である。

イ　美しい花にも香りや姿形など様々な評価の観点があるが、それと同じく能にも様々な観点があり、いつも総合的に評価されるという意味では花と同じである。

ウ　花の色もそれぞれ違っているが、人々が美しいと感じるのはそれが華やかな花だからであり、それと同じく能の花も人に見せる芸の華やかさのことである。

エ　花の盛りも様々であるが、役者が本当にすばらしいと評価される時期はいつも若い時であり、能においても早く芸を習得するように研鑽すべきである。

オ　すばらしいとされる花も様々であるが、それをすばらしいと評価するのは鑑賞するものの心であるため、能においても鑑賞者の心が大切なのである。
【解答】
問一　能において［花］がなくなると、若い［為手］が［勝つ］こともある。花がなくなったことも自覚せず、もとの［名望］にこだわるのはよくない。花は非常に大切なものである。
問二　㋐＝それならば　㋑＝道理にかなったことである　〈4点×2〉
問三　ⓐ＝形容動詞ナリ活用「古様なり」連体形の活用語尾　〈3点×3〉
ⓑ＝ラ行四段活用動詞「なる」終止形
ⓒ＝断定の助動詞「なり」連体形
問四　ア　〈5点〉

問五　芸の魅力を失ってしまった名役者を誰も評価しないということ。（29字）〈10点〉

問六　昔の名声だけをあてにするようなことは、　〈4点〉

問七　オ　〈5点〉

問八　ウ　〈9点〉

【補充問題】

問１　「さりながら、様あり」（４行目）とあるが、ここでは何を話題にしているのか。十五字以内で答えよ。

問２　①「よき程の上手」（５行目）、②「名木」（5行目）、③「一旦の花」（6行目）とあるが、ア「若い為手」イ「古参の為手」のどちらのことか、正しいものをそれぞれ選べ。

問３　本文中において、結局のところ「名望」を得る役者と得られない役者はそれぞれどのような者のことか。解答欄に合うように本文中からそれぞれ十五字以内で抜き出して答えよ。

【補充問題解答】

問１　能の立合における役者の魅力。（14字）
問２　①イ　②イ　③ア
問３　「名望」を得る役者：一方の花を取り極めたらん（役者）（12字）

「名望」を得られない役者：花のある様を知らざらん（役者）（11字）
